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平成２１年度 北方圏交流基金助成実績
（単位：千円）

助 成 対 象 事
区 助成額

場 所 時 期 内 容
分

事 業 名 主 催 者
(千円)

サハリン州立博物館に残されている先住民族

サハリン州立博物館に保
(財)北海道地方

資料をはじめ、動植物標本類の全てについて、

存される旧樺太庁時代の
博物館交流協会

200 札幌市 ６月 同州立博物館の資料に関する講演会を開催す
資料保存に関する講演会 るとともに資料等を展示し、道民に広く周知

を図った。

日本とロシアの研究者が一堂に会し間宮林蔵

学 国際シンポジウム「間宮 ｢間宮林蔵の旅 200 函館市 ８月 が果たした役割について広く市民に紹介する
林蔵の旅 200 年」の開催 200 年」実行委

稚内市 ９月 ためシンポジウムを開催し、市民の理解を深
員会

めるともにサハリン州との学術交流を図った。

創立 25 周年を契機に、北方圏に位置する北欧

術 北太平洋地域交流の記録 (社)北太平洋地 300 ー ー
諸国や極東ロシアを対象に進めてきた調査研

作成事業 域交流センター 究、国際社会共通の課題である環境問題など、
これまでの活動実績を集大成した記念誌を刊
行し、北方圏交流の推進に寄与した。。

オホーツク海の環境や海洋資源、サハリン油
第 25 回北方圏国際シン 北方圏国際シン 汚染等の学術分科会や特別講演会を開催し、

ポジウム ポジウム実行委 300 紋別市 １月 改めて北方圏諸国の生活・文化や流氷を通じ
員会 ての自然に対する理解を深め、市民と北方圏

諸国との相互理解を図った。

オレゴン州の陶芸家(OPA)を招き、合同作品

北海道の陶芸文化交流事
北海道陶芸会 400 札幌市

９月
展やワークショップなどを通じて、陶芸家同

業 道内各地 士や一般市民との交流を深め北方圏文化の相
互理解を図った。、

日本とフィンランド修交 90 周年を記念して、
文 日本フィンランド修交

北海道フィンラ
フィンラ

９月 北海道の箏曲団体や民謡関係者を派遣し、日

90 周年記念日本北海道
ンド教会 400 ンド･ヘ

本の伝統音楽としての「箏曲」や「江差追分」
伝統芸能公演交流事業

ルシンキ
～

など北海道の伝統文化を紹介し、相互交流を
市

10 月
深めた。

ロシア・サハリン州の民族アンサンブルを招
ロシア・サハリンアンサ

ロシア・サハリ
き、道内各地で芸術性豊かな音楽演奏や民族

ンブル北海道公演
ンアンサンブル 300 札幌市

10 月 舞踊公演を実施し、ロシア文化に触れる機会
化

北海道実行委員 道内各地
を提供するとともにロ両国の友好親善に務め

会
た。

中華人民共和国建国６０周年・北海道日中友

中華人民共和国建国 60
好協会設立４５周年を記念し、中国の現状と

周年・北海道日中友好協
北海道日中友好

札幌市
北海道と縁の深い中国東北部の開発への取組

会設立 45 周年記念事業
協会 300

道内各地
10 月 をテーマに中国人ジャーナリスト莫邦富氏に

よる講演や参会者、留学生等との交流、さら
には中国語スピーチコンテスト等の各種事業
を実施し、中国に対する道民の理解と今後の
交流の促進を図った。
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北の民族アンサンブル はこだて国際民 開港 150 年記念事業として、交流の機会が稀

「トーント」函館公演 族芸術祭組織委 200 函館市 ８月 少であった北方の民族の伝統舞踊を紹介する
文 員会 ための公演を実施し、北方圏の民族文化の理

解とともに相互交流を促進した。

遊牧の民の調べコン NPO 法人北方
モンゴル文化の紹介、異文化理解、国際交流

化 サート」 アジア文化交流 300 道内各地 10 月 を目的に、日頃このような文化と接する機会
開催事業

センターしゃが
の少ない道内の小学校、幼稚園、保育園を訪

ぁ
問し、モンゴルの民族楽器である馬頭琴やド
ンブラを演奏し、遊牧民の世界を紹介した。

催
今回の開催に当たっては、大会に参加する国

第 22 回昭和新山国際雪
昭和新山国際雪

300 壮瞥町 ２月 内外の選手や関係者、メデイアに対しこれま

事
合戦大会開催事業

合戦大会実行委
での取り組を紹介するなど北方圏の人々の雪

員会
合戦に対する理解の促進に務めた。

ス 第１回アドベンチャーノ 大滝ノルデック フィンランドから指導者を招聘し、第１回ア

ポ ルデックウオーキング大 ウオーキング協 200 伊達市 ８月 ドベンチャーノルデックウオーキングイベン
｜ 滝 会 （大滝） トを開催し、健康増進に寄与するとともに、
ツ 広く道民に普及を図った。

北海道・ロシア極東交流 北海道・ロシア 隔年相互交流となっている、各層の交流促進

事業(｢市民交流会議｣｢青 極東交流事業実 500 サハリン ６月 を目指す「北海道サハリン州市民交流会議」
少年体験・友情の船｣） 行委員会 及び青少年の「体験・友情の船」は、本年度

交 はいずれもサハリン州で開催された。

沼田ポートハー
姉妹都市であるカナダ・ポートハーディから

あんどん文化交流事業
ディ交流協会 150 沼田町 ８月 訪問団を受け入れ「沼田町夜高あんどん祭」

等を通じ町民との交流を図った。
流

札幌市 12 月 海外在住のアーティスト等を招聘し、滞在期

創造資源開発事業 財団法人さっぽ 250 全道各地 ~3 月 間中に市民との交流を図りながら作品製作か
ろ産業振興財団 ら展示までを行った。また、道内の学校を訪

れアートを通じ児童等との交流を深めた。

合 計 １５件 4,300


